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食塩水ＢとＣを合わせて考えて，溶けている食塩の重さ
が何％増えたかを求めると

（０．７−０．４）÷３＝０．１
０．４＋０．１＝０．５
よって　５０％増えている。

これに溶けている食塩の重さが１２５％増えた食塩水Ａを
合わせて考えると，（１）より８０％増えたことになるので

１．２５−０．８＝０．４５
０．８−０．５＝０．３０
０．４５：０．３０＝３：２

したがって
（Ａの食塩の重さ）：（ＢとＣの食塩の重さ）＝２：３
となるので

４０×　　　 ＝２４

１回目 （１８ー３）÷（８ー２）＝２．５より
            毎秒２．５cm２で増加
            ３から１１まで増加するのに
            （１１−３）÷２．５＝３．２より　３．２秒かかる
よって　２＋３．２＝５．２（秒後）

２回目 （１５ー０）÷（１８ー１２）＝２．５より
             毎秒２．５cm２で減少
            １５から１１まで減少するのに
            （１５−１１）÷２．５＝１．６より　１．６秒かかる
よって　１２＋１．６＝１３．６（秒後）

問題より
管Ａで５２分，管Ｂで２０分入れると３２０ℓになる
管Ａで２８分，管Ｂで６０分入れると３２０ℓになる
よって

同じ水の量を入れるのに管Ａだと２４分，管Ｂだと
４０分かかるので，時間の比は２４：４０＝３：５
Ａ５２分+Ｂ２０分
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管Ａで６４分入れると３２０ℓなので，管Ａは
毎分５ℓで水を入れている。
水を入れる速さはかかる時間の比の逆比で５：３
なので，管Ｂは毎分３ℓで水を入れている。
（３２０−３×７０）÷（５−３）＝５５

２人の速さの合計は常に
３０＋９０＝１２０より　毎分１２０ｍで変わらない。
したがって
７２０÷１２０＝６より　２人は６分ごとに出会う。

６分ごとに２人の出会う地点を確認し，
スタート地点で出会う時をさがせばよい。
Aさんに注目して，６分ごとの進んだ長さを考えると
６分後は３０×６＝１８０（ｍ）
１２分後は１８０＋４０×６＝４２０（ｍ）
１８分後は４２０＋５０×６＝７２０（ｍ）
１８分後にＡさんの進んだ長さが７２０ｍとなり
２人はスタート地点で出会う。
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